
歳入決算額

町 税 197,880 

分担金､ 負担金等 102,285 

地方交付税 582,343 

国の補助金 162,697 

県の補助金 105,738 

町 の 借 金 125,922 

地方譲与税 21,213 

地方消費税交付金 30,486 

合計 1,328,564 

歳出決算額

人 件 費 187,332 

扶 助 費 94,720 

借金の返済 252,168 

普通建設事業費 234,562 

補 助 費 等 234,621 

物 件 費 等 126,909 

繰 出 金 83,871 

維持補修費、積立金等 68,201 

合計 1,282,384 

単位：万円
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安
心
し
て

�

住
み
続
け
ら
れ
る

　
健
康
・
福
祉
の

�

ま
ち
づ
く
り

健
康
増
進
対
策
は
、
総

合
健
診
、
誕
生
月
健
診
等

の
実
施
に
加
え
て
、
女
性

が
ん
（
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
）
の
個
別
検
診
に
よ
り

受
診
率
の
向
上
を
図
っ

た
。
広
島
大
学
と
世
羅
中

央
病
院
で
実
施
し
て
い
る

高
齢
者
疾
病
予
防
研
究
事

業
を
支
援
し
、
住
民
の
疾

病
予
防
お
よ
び
健
康
管
理

意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
。

産
業
が
元
気
な

�

ま
ち
づ
く
り

10
年
先
を
見
通
し
た
農

業
振
興
計
画
に
つ
い
て
Ｈ

23
年
度
中
の
策
定
を
目
指

し
着
手
し
た
。
集
落
農
場

型
農
業
生
産
法
人
の
設
立

支
援
や
、
認
定
農
業
者
の

育
成
、
企
業
の
農
業
参
入

を
促
進
し
、
更
に
、
６
次

産
業
の
推
進
や
地
産
地
消

に
取
り
組
ん
だ
。

豊
か
な
心
を
育
む

　
教
育
・
文
化
の

�

ま
ち
づ
く
り

Ｈ
23
年
４
月
の
小
学
校

統
合
に
向
け
て
統
合
準
備

委
員
会
・
開
校
準
備
委
員

会
を
設
け
て
準
備
、
併
せ

て
各
学
校
施
設
の
耐
震
化

や
太
陽
光
発
電
な
ど
の
施

設
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
閉
校
に
関
し
て

は
交
付
金
を
交
付
し
閉
校

式
・
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
地

域
と
の
協
働
に
よ
り
実
施

し
た
。
学
校
教
育
は
変
化

の
激
し
い
社
会
に
あ
っ

て
、
世
羅
の
子
ど
も
た
ち

が
自
分
か
ら
考
え
自
立
し

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く

歳　出
1,282,384万円 

維持補修費、積立金等 5.3%

人件費
14.6%

扶助費
7.4%

借金の返済
19.7%

普通建設事業費
18.3%

補助費等
18.3%

物件費等
9.9%

繰出金
6.5%

4つの柱を中心に慎重審査
決算 を認定

Ｈ
22
年
度
歳
入
歳
出
決
算
（
概
要
説
明
）
一

般
会
計
の
歳
入
歳
出
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

１
３
２
億
８
５
６
４
万
円
、
歳
出
総
額
１
２
８

億
２
３
８
４
万
円
と
な
っ
た
。
（
内
訳
下
表
）
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反
対　

３
番　

矢
山　

武

　

Ｈ
22
年
度
は
、
一
般
会

計
、
後
期
高
齢
者
医
療

（※

特
）、
介
護
保
険
（
特
）

公
共
下
水
道
（
特
）
に
反

対
す
る
。
合
併
後
７
年
が

経
過
し
殆
ど
の
農
家
が
赤

字
で
あ
る
。
希
望
の
あ
る

農
村
に
後
継
者
の
育
成
が

急
が
れ
る
。
高
齢
者
は
年

金
が
下
が
り
、
安
心
し
て

治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
。

公
共
下
水
２
期
工
事
は
当

面
見
送
る
べ
き
。
統
合
後

の
教
育
は
、
一
層
信
頼
を

高
め
る
取
組
が
必
要
で
あ

り
、
反
対
討
論
と
す
る
。

賛
成

　

７
番　

福
田　

義
人

　

①
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
自
治
セ
ン
タ
ー

が
指
定
管
理
に
移
行
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
自
ら

取
り
組
む
基
盤
が
で
き

た
。
②
10
年
先
の
農
業
を

守
る
た
め
の
新
規
就
農
者

確
保
。
鳥
獣
被
害
防
止
に

取
り
組
ん
だ
。③
教
育
は
、

小
学
校
を
統
合
し
教
育
基

盤
の
整
備
が
さ
れ
た
。
④

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
は
尾

道
松
江
線
と
、
フ
ラ
イ
ト

ロ
ー
ド
が
供
用
開
始
さ

れ
、
産
業
の
発
展
が
期
待

さ
れ
る
。
以
上
を
評
価
し

賛
成
討
論
と
す
る
。

反
対

　
　

４
番　

安
佐　

長
秀

　

町
長
の
町
民
に
対
す
る

公
約
は
、
キ
ラ
リ
と
光
る

町
、
住
民
目
線
の
行
政
執

行
で
あ
る
が
、
高
齢
者
の

生
活
は
年
金
収
入
に
頼
ら

ざ
る
を
え
ず
、
苦
し
さ
だ

け
が
増
し
た
。
ト
ッ
プ
で

あ
る
町
長
は
原
点
に
返

り
、
町
民
の
安
心
な
生
活

が
保
障
さ
れ
て
な
い
。
そ

の
た
め
、
決
算
に
反
対
す

る
。

賛
成

　

13
番　

永
田　

英
則

　

Ｈ
22
年
度
事
業
の
４
点

を
評
価
す
る
。
①
自
治
セ

ン
タ
ー
が
指
定
管
理
に
移

行
し
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
に
有
効
で
あ
る
。
②

小
学
校
が
統
合
さ
れ
教
育

環
境
と
体
制
整
備
が
さ
れ

た
。
③
基
幹
産
業
の
農
業

は
、
集
落
法
人
、
認
定
農

業
者
、
企
業
参
入
、
後
継

者
対
策
と
中
山
間
直
接
支

払
な
ど
、
農
業
の
持
続
的

発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
④

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
制
度
及
び
自
主
防
災
組

織
の
普
及
に
は
意
義
が
あ

る
。
以
上
を
評
価
し
賛
成

討
論
と
す
る
。

町税
14.9%

分担金、
負担金等
7.7%

地方交付税
43.8%

国の補助金
12.2%

県の補助金
8.0%

町の借金
9.5%

地方譲与税 1.6% 地方消費税交付金 2.3%

歳　入
1,328,564万円 

決算に決算に

賛成反対

た
め
、
適
正
規
模
の
児
童

数
の
な
か
で
切
磋
琢
磨

し
、
望
ま
し
い
集
団
生
活

を
と
お
し
社
会
性
や
豊
か

な
人
間
関
係
を
育
ん
だ
。

快
適
で
、
安
全
な

�

　
　
ま
ち
づ
く
り

尾
道
松
江
線
の
新
た
な

地
域
拠
点
の
形
成
、
近
隣

市
町
へ
の
時
間
短
縮
、
及

び
災
害
時
に
お
け
る
代
替

道
路
の
確
保
な
ど
の
た
め

早
期
整
備
を
働
き
か
け

た
。
Ｈ
26
年
度
中
の
供
用

開
始
に
む
け
て
早
期
整
備

を
働
き
か
け
る
。

フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
は
Ｈ

23
年
４
月
に
供
用
開
始
さ

れ
た
。
調
査
区
間
で
あ
る

三
原
市
大
和
町
か
ら
世
羅

町
ま
で
の
14
㎞
を
整
備
区

間
に
指
定
す
る
よ
う
関
係

機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん

だ
。

平
成22年度

※（
特
）は
特
別
会
計
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